
様式１ 

令和４年度 文化財防災訓練等

実施状況報告 

都道府県名 

岩手県 

行 事 名 称 崎山貝塚縄文の森公園複合施設消防訓練 

実施期間・日時 令和 5年 1月 26日（木）14:00～14：30 

実 施 場 所 崎山貝塚縄文の森公園複合施設 

主 催 者 宮古市 

■実施内容 
訓練の想定 
崎山貝塚縄文の森公園複合施設の 1 階調理室で出火。国指定史跡「崎山貝塚」の出土資料及び埋蔵

文化財センター所蔵の考古資料等が焼失する恐れがあると想定。 

訓練の内容 
職員による火災発見、通報、初期消火、館内入館者の避難誘導。水消火器及び屋内消火栓による消

火訓練。消防設備業者による消火設備の取扱い指導。 

参加者及び役割分担 
崎山貝塚縄文の森ミュージアム・埋蔵文化財センター職員 14 名：119 番通報、初期消火、避難誘導

等 

崎山貝塚縄文の森ミュージアム・埋蔵文化財センター作業員 14名：避難 

崎山公民館職員 1名：避難誘導 

崎山出張所職員 2名：避難誘導など 

出張所来所者  1名 

宮古消防署職員 3名：講評 

消防設備業者  3名：消防設備の取り扱い指導 

特に工夫した点 
職員の役割分担や避難誘導の流れを特に重視して行った。またミュージアム来館者役の作業員を施

設内の各所に配置し、誘導訓練を行った。 

問題点・課題 
出火場所を確認する際は、少しずつ扉を開け、急激な酸素流入を防ぐようにすること。 

出火場所の想定を毎回変更すると効果的である。 

その他 
崎山貝塚縄文の森公園複合施設では、第１回目の消防訓練を令和 4 年 7 月 22 日（金）に実施。北上

山地民俗資料館（国指定有形民俗文化財所蔵）は、令和 5年 1月 27日（金）に実施した。 

訓練風景 

消火訓練  放水訓練 

 


